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論文内容要旨
 アルツハイマー病(Alzheimer'sdisease,AD)患者の知的機能の評価には現在,WAIS
 (WechslerAdultIntelligenceScale)やMMS(Milli-Men七alState)が一般的に使用されてい
 るが,痴呆が重度である場合は殆どの検査項目に回答できず得点とならなかったり,低得点のた
 めにIQ(lntelligenceQuotient)が算出不能となる症例が認められる。そこで重度のAD患者
 の知的機能も評価できる検査として,標準化されておりIQも算出可能である,田中ビネー知能
 検査の適用を考え有用性を検討した。
 第一部においてはAD患者30名(AD群)を対象とした田中ビネー知能検査とWAISとの比較,
 AD群と健常高齢者30名(N群)とを対象とした田中ビネー知能検査の各項目結果の比較を行っ
 た。加えてAD患者の知的機能の低下と幼児の知的機能の発達との関連について検討した。その
 結果,田中ビネー知能検査はWAISと比較して知的機能の低下が重度であるAD患者に対して
 も定量的な評価が可能であると同時に,WAISのように検査項目を認知機能別に分類した質的な
 評価も可能であることが確認された。また重度のAD患者を把握する!っの方法として,知的機
 能の崩壊過程と発達との比較が考えられ,その手がかりとして田中ビネー知能検査が利用できる
 ことが示唆された。
 第二部においては第一部のAD患者を含む13名を対象として,田中ビネー知能検査と,FDG
 (18F-2-fluolo-2-deoxy-glucose)一PET(PositronEmissionTomography)法を用いて測定した局
 所脳ブドウ糖代謝率との関連について検討した。その結果,田中ビネー知能検査によるIQ,お
 よび認知機能別に分類した検査項目と,局所脳ブドウ糖代謝率とに関連が認められ,田中ビネー
 知能検査の有用性が示唆された。
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 審査結果の要旨
 アルツハイマー病の認知障害のごく早期の評価方法については多くの研究があるが,ある程度進
 行して,知的崩壊が重篤になってきた段階を客観的に評価する方法についてはあまり研究がない。
 田中ビネー知能検査の歴史は非常に古く,その原形は20世紀初頭にさかのぼる。本来は発達
 性知能障害児を対象に開発されてきた検査である。本研究は田中ビネー検査が小児発達の評価に
 用いられていることに着目し,アルツハイマー病の認知障害を違う角度から評価しようとする試
 みである。
 第1部では国際的に定着した基準(NINCDS-ADRDAおよびDSM-IV)に基づいて診断した
 アルツハイマー病患者30名および年齢,性,教育年数を統制した健常者30名を対象に,現在もっ
 ともよく使われている認知機能検査であるWechslerAbultIntelligenceScale(WAIS),Mini-
 MentalStateExamination(MMS),および田中ビネー知能検査を施行し,各種の分析を行っ
 ている。その結果,WAISと田中ビネーではいくつかの興味ある相違が見い出された。まず,
 WAISでは知能指数算出不能とされた患者群10名についても,田中ビネーでは精神年齢の算出
 が可能であった。さらに,田中ビネーの特色である基底年齢で分類すると,患者群を3群(7歳,
 3歳,1歳)に大きく振り分けることが可能であった。また田中ビネーではテストに下位項目は
 設定されていないが,WAISや最近の神経心理学の趨勢に照らして、著者なりに下位項目を設定
 し、それぞれの下位項目についてその成績を検討している。そして正常群に比べアルツハイマ一
 群で特に通過率が低値であったものとして記憶関連項目を抽出している。ところが,アルツハイ
 マー群内でみると,前記基底年齢3段階について,それぞれの段階に対応する特定の認知機能低
 下は認めていない。
 以上の結果より,アルツハイマー病の知的低下は特定の認知機能が複数低下する,といった加
 算的な崩壊パターンを示すのではなく,7歳,3歳,1歳頃に知的機能の質的な転換点があるの
 ではないか,というユニークな仮説を提唱している。
 第2部では同じ診断基準に基づくアルツハイマー患者13名に対して,PETを用いてF-18
 FDGによる局所脳ブドウ糖代謝率を測定,田中ビネー検査成績と脳局所血流変化との対応を求
 めている。その結果,田中ビネーによる基底年齢3群では,基底年齢の低下に伴い糖代謝率の全
 脳平均が低下すること,脳部位別では両側前頭葉,側頭葉,海馬および左側頭頭頂後頭葉移行部
 領域で有意な低下を示すことを見い出している。また著者による田中ビネー下位項目と局所脳代
 謝低下部位との関連をみると,言語性記憶,知的記憶,絵の不合理,話の不合理などの項目と特
 定の脳部位との関連が見い出されている。
 これらの事実より著者はWAISによる知能指数と相関するのは頭頂連合野である,という先
 行研究を引用しつつ,田中ビネーの方がより広い大脳半球の機能を反映するのではないかと主張
 している。
 第1部と第2部をまとめると,本研究は田中ビネーをアルツハイマー病の知的低下の評価に応
 用しようとする,新しい試みであり,他に類似の研究はない。またその結果は重度アル'ノハイマー
 病でも評価が可能であること,WAISなどとは質的に違う側面を評価していること,脳糖代謝と
 も相関すること,など新しい事実を発見しており,評価すべき労作である。医学博士の学位に値
 する研究であると思われる。
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